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ソフトキーの機能

電話スクリーンのアイコン

電話スクリーンのアイコン

一般的な電話機の作業

ソフトキーの機能

タンシュク 短縮ダイヤルのインデックス番号を
使用してダイヤルする

オウトウ コールに応答する

ワリコミ 共有回線のコールに参加する

オリカエシ 話し中または呼び出し中の内線が応
対可能になったときに通知を受信す
る

キャンセル 変更内容を適用せずに、操作をキャン
セルまたは画面を終了する

Cワリコミ 共有回線のコールに参加し、会議を開
催する

フザイ コール転送を設定またはキャンセル
する

クリア レコードまたは設定を削除する

サンカシャ 会議の参加者を表示する

カイギ 会議コールを作成する

サクジョ 編集機能を使用しているときに、カー
ソルの位置にある文字を削除する

ダイヤル 電話番号をダイヤルする

Dテンソウ 2 つのコールを相互に転送する

ヘンシュウ 履歴の電話番号を編集する

シュウリョウ 現在のコールを切断する

シュウリョウ 前の画面に戻る

Gピック 他のグループで鳴っているコールに
応答する

ソクテンソウ ボイス メッセージ システムにコール  
を送信する

サンカ すでに 1 つの回線上にある複数のコー  
ルをまとめて、1 つの会議コールを作 
成する

ミートミー ミートミー会議コールを開催する

ツギヘ その他のソフトキーを表示する

ハッシン 新しいコールを発信する

一般的な電話機の作業

電話機でオンライン
ヘルプを表示する

 または  をすばやく  

2 回押します。

コールを発信する オフフックにしてからダイヤ
ルするか、ダイヤルしてからオ
フフックにします。

リダイヤルする ［リダイヤル］を押します。

コール中にスピーカ
またはヘッドセット
に切り替える

 または  を押し、 

ハンドセットを置きます。

電話機をミュートに
する

 を押します。

履歴を使用する  を選択して履歴を 
 

選択します。ダイヤルするに
は、リストを強調表示し、オフ
フックにします。

番号を編集する ［ヘンシュウ］、<< または >> を   
押します。

コールの保留と復帰 ［ホリュウ］または［フッキ］
を押します。

別の番号にコールを
転送する

［テンソウ］を押し、転送先の
電話番号を入力してから、［テ
ンソウ］をもう一度押します。

標準の会議コールを
開催する

［ツギヘ］>［カイギ］を押しま
す。番号をダイヤルしてから、
［カイギ］をもう一度押します。
上の手順を各通話者に繰り返
します。
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ソノタ Grp 自分のグループに関連付けられてい
るグループ内で鳴っているコールに
応答する

パーク コール パークを使用してコールを保 
存する

ピック 自分のグループで鳴っているコール
に応答する

ヒンシツ 問題のあるコールに関する情報をシ
ステム管理者に送信する

リダイヤル 最後にダイヤルした電話番号にリダ
イヤルする

サクジョ 会議の参加者を削除する

フッキ 保留されたコールを復帰する

ドロップ 会議コールに最後に追加された参加
者を削除する

ホゾン 選択した設定を保存する

ケンサク ディレクトリのリストを検索する

センタク 画面上で項目を選択する

テンソウ コールを転送する

コウシン 内容を更新する

ビデオ ビデオ表示モードを選択する

<< カーソルの左側にある文字を削除す
る

>> 入力した文字の上を移動する

電話スクリーンのアイコン
コールの状態

コール転送が有効

コールの保留

 接続コール

着信コール

オフフック回線

発信コール

使用中の共有回線

安全なコール

認証されたコール

暗号化されたコール

重要なコール

プライオリティ コール

プライオリティのやや高いコール

プライオリティの高いコール

プライオリティの最も高いコール

選択されたデバイス

使用中のハンドセット

使用中のヘッドセット

使用中のスピーカフォン

ボタン アイコン

その他の機能

短縮ダイヤル回線使用中

短縮ダイヤル回線アイドル状態

短縮ダイヤル（回線ステータス不
明）

メッセージ受信

ビデオが有効

選択されたオプション

機能が有効

メッセージ

サービス

 または  ヘルプ

ディレクトリ

設定

スピーカ

ミュート

ヘッドセット
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はじめに

このガイドの使用方法
このガイドでは、電話機で使用可能な機能の概要について説明しています。電話機の機能について確

実に理解するには、このガイドをよく読んでください。次の表に、よく使用される項目を示します。

目的 必要な操作または状態の説明

電話機について調べる ヘルプが必要な場合は、  または  を押してください。 

安全情報を参照する P.3 の「安全および使用における情報」を参照してください。

電話機を接続する P.5 の「電話機の接続」を参照してください。

設置後に電話機を使用する P.8 の「電話機の概要」を参照してください。

電話機のボタンについて調べる P.8 の「ボタンとハードウェアについて」を参照してください。

電話スクリーンについて調べる P.11 の「電話スクリーンの機能について」を参照してください。

コールを発信する P.15 の「コールの発信：基本オプション」を参照してください。

コールを保留にする P.19 の「コールの保留と復帰」を参照してください。

ミュートにする P.20 の「ミュートの使用」を参照してください。

コールを転送する P.22 の「コールの転送」を参照してください。

会議コールを発信する P.25 の「会議コールの使用方法」を参照してください。

短縮ダイヤルを設定する P.29 の「短縮ダイヤル」を参照してください。

電話番号を共有する P.32 の「共有回線の使用」を参照してください。

電話機をスピーカフォンとして使

用する

P.41 の「ハンドセット、ヘッドセット、およびスピーカフォンの 
使用方法」を参照してください。

呼出音の音量やトーンを変更する P.44 の「電話設定の使用」を参照してください。

不在履歴を表示する P.46 の「履歴の使用」を参照してください。

ボイス メッセージを聞く P.53 の「ボイス メッセージへのアクセス」を参照してください。

ソフトキーとアイコンの機能を調

べる

このガイドの冒頭にあるクイック リファレンス カードを参照し  
てください。

i
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追加情報の入手
WWW 上の次の URL から、Cisco Unified IP Phone の最新資料を入手することができます。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/

http://www.cisco.com/jp

シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

シスコの最新のライセンス情報は、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/openssl_license/7900_ssllic.html

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/openssl_license/7900_ssllic.html
http://www.cisco.com/jp
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安全および使用における情報
停電およびその他のデバイスの Cisco Unified IP Phone への影響については、この項を参照してくださ     
い。

停電

電話機で緊急サービスにアクセスできるかどうかは、電源が供給されている電話機に依存します。電

源障害がある場合、電源が復旧するまで、利用および緊急コール サービス ダイヤルは機能しません。  
電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再設定してから、利用および緊急コー

ル サービスへのダイヤルを行う必要があります。 

外部デバイスの使用

次の情報は、Cisco Unified IP Phone で外部デバイスを使用する場合に適用されます。

シスコでは、不要な Radio Frequency（RF; 無線周波数）および Audio Frequency（AF; 可聴周波数）が      
シールドされた高品質の外部デバイス（ヘッドセットなど）の使用を推奨しています。 

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑

音が入ることもあります。その場合は、次のいずれかの方法で対処してください。

 • RF または AF の信号源から外部デバイスを離す。 

 • RF または AF の信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。 

 • 外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品質のケー

ブルを使用する。 

 • 外部デバイスのケーブルを短くする。 

 • 外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。 

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの品質については制御できないため、システム パ 
フォーマンスを保証することはできません。良品質のケーブルおよびコネクタを使用して適切なデバ

イスを接続すると、十分なシステム パフォーマンスを得られます。 

注意 欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC] に完全に準拠した外部スピーカ、マイクロ   
フォン、ヘッドセットだけを使用してください。 
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シスコ製品のセキュリティの概要
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他の国

での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術の輸

入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業者、お

よびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用するにあたって

は、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順守できない場合は、本

製品を至急送り返してください。

シスコの暗号化製品に適用される米国の法律の概要については、次の URL で参照できます。 
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html

何かご不明な点があれば、export@cisco.com まで電子メールを送信してください。

アクセシビリティ機能
アクセシビリティ機能のリストをご希望の場合は、お問い合せください。シスコのアクセシビリティ

機能の詳細については、次の URL で参照できます。

www.cisco.com/go/accessibility

http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/openssl_license/7900_ssllic.html
www.cisco.com/go/accessibility


電話機の接続

Cisco Unified IP Phone 7960G/7940G 電話ガイド for Cisco Unified Communications Manager 7.0 (SCCP) 5

電話機の接続

通常は、システム管理者が新しい Cisco  Unified IP Phone を企業 IP テレフォニー ネットワークに接続し    
ます。それ以外の場合は、次の図および表を参照して、電話機を接続してください。

1 DC アダプタ ポート（DC48V） 5 アクセス ポート（10/100 PC）
2 AC-DC 電源装置 6 ハンドセット ポート
3 AC 電源コード 7 ヘッドセット ポート
4 ネットワーク ポート（10/100 SW） 8 フットスタンド ボタン

AUX

DC48V

10/100 SW 10/100 PC

+

11
36

56

2

8

3

4
5

6
7

1
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フットスタンドの調節

電話機本体の角度を変更するには、フットスタンド ボタンを押しながらフットスタンドを調節します。

ハンドセット受け台の調節

電話機を壁に取り付ける場合は特に、ハンドセットの受け台を調整することをお勧めします。受け台

の調整により、ハンドセットが受け台から滑り落ちにくくなります。次の表に手順を示します。

TAPS を使用した登録

電話機をネットワークに接続した後、システム管理者が Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）     
を使用して電話機の自動登録を指示する場合があります。TAPS は、新しい電話機にも、既存の電話機 
を置き換える場合にも使用できます。 

TAPS に登録するには、ハンドセットを取り上げて、システム管理者から提供された TAPS 内線番号を   
入力し、ボイス プロンプトに従います。地域コードを含む、完全な内線番号を入力するように指示さ 
れる場合があります。電話機に確認メッセージが表示されたら、ハンドセットを置きます。電話機が

再起動します。

1 ハンドセットを外し、ハンドセットの受け台から四角いプラスチックのタブを引き出します。

2 タブを 180 度回します。
3 タブをハンドセットの受け台に再び差し込みます。回したタブの上部から突起が出ている状態に

なります。ハンドセットを受け台に戻します。

1 2 3
12

05
21
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ヘッドセットについて

シスコシステムズでは、Cisco Unified IP Phone で使用するサードパーティ製のヘッドセットについて社    
内で若干のテストを実施していますが、ヘッドセットまたはハンドセットのベンダーによる製品の動

作の保証やサポートは行っていません。

シスコシステムズでは、不要な Radio Frequency（RF; 無線周波数）および Audio Frequency（AF; 可聴周      
波数）が遮蔽された高品質のヘッドセットなどの外部デバイスの使用を推奨しています。これらのデ

バイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑音やエコー

が入ることもあります。ハム雑音やブザーのような雑音は、リモートの通話相手だけに聞こえる場合

も、リモートの通話相手と Cisco Unified IP Phone ユーザの両方に聞こえる場合もあります。ハム雑音や     
ブザーのような雑音は、電灯、電気モーター、大型の PC モニタなど、外部ソースに原因があることが  
あります。詳細については、P.3 の「外部デバイスの使用」を参照してください。

（注） 場合によっては、ハム雑音は、ローカル電源キューブやパワー インジェクタを使用すること 
により、軽減または除去が可能です。

Cisco Unified IP Phone を実際に展開する場合、環境やハードウェアにより不整合が発生することがある    
ので、すべての環境に対して最適な唯一のヘッドセットを見出すことは不可能です。 

購入を決定し幅広く展開する前に、目的の環境でお客様がヘッドセットをテストしてパフォーマンス

を確認することをお勧めします。

音質に関するユーザの主観

物理的、機械的、および技術的なパフォーマンスより先に、まずヘッドセットによって提供される音

が、ユーザとリモートの通話相手にとって良質のものである必要があります。音の品質の判断は主観

的なものであるため、シスコでは、特定のヘッドセットのパフォーマンスを保証することはできませ

ん。ただし、主要なヘッドセット メーカーのさまざまなヘッドセットについて、Cisco Unified IP Phone    
で使用した場合のパフォーマンスが優れていることが報告されています。詳細については、メーカー

のサイトを参照してください。
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電話機の概要

Cisco Unified IP Phone 7960G および 7940G は、コンピュータで使用するデータ ネットワークで音声通       
信を行うためのすべての機能が搭載された電話機です。この電話機を使用して、コールの発信および

受信、コールの保留、短縮ダイヤル番号、転送、会議コールの開設などの機能を使用できます。 

この電話機を使用すると、基本的なコール処理機能に加えて、コール処理機能を拡張し生産性を高め

ることができます。設定に応じて、この電話機は次の機能をサポートします。

 • ネットワーク データ、XML アプリケーション、および Web ベースのサービスへのアクセス

 • 電話機能のオンライン カスタマイズおよびユーザ オプション Web ページからのサービス

 • 電話スクリーンに情報を表示するオンライン ヘルプ システム

ボタンとハードウェアについて
電話機のボタンとハードウェアを理解するために、次の図と表を使用することができます。

Cisco Unified IP Phone 7960G

1
4

5

1617 15 68
56

1

3

9

7

6

2

1011121314

8
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Cisco Unified IP Phone 7940G

項目 説明 参照先または問い合せ先

1 ハンドセットのライ

ト ストリップ
着信コールまたは新しいボイス メッセージが 
あることを示します。

ボイス メッセージへのア 
クセス（P.53）

2 電話スクリーン 電話機の機能を表示します。 電話スクリーンの機能に

ついて（P.11）
3 モデル タイプ Cisco Unified IP Phone のモデルを示します。 回線とコールの違いにつ

いて（P.13）
4 プログラマブル  
ボタン

設定に応じて、プログラマブル ボタンからは 
次にアクセスできます。

 • 電話回線（回線ボタン）

 • 短縮ダイヤル番号（短縮ダイヤル ボタン、 
BLF 短縮ダイヤル機能を含む）

 • Web ベースのサービス（個人アドレス帳 
ボタンなど）

 • 電話機の機能（プライバシー ボタンなど）

電話スクリーンの機能に

ついて（P.11）

5 フットスタンド  
ボタン

電話機本体の角度を調節します。 フットスタンドの調節

（P.6）

68
56

2

1
4

10111617 12131415

5

9

7

8

2

6

3
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6 ディレクトリ ボタン ［ディレクトリ］メニューを開閉します。履歴

およびディレクトリにアクセスするために使

用します。 

履歴の使用（P.46）

7 ヘルプ ボタン 
 または  

［ヘルプ］メニューをアクティブにします。 電話機のヘルプ システム 
について（P.12）

8 設定ボタン ［セッテイ］メニューを開閉します。電話スク

リーンおよび呼出音の設定を変更するために

使用します。 

電話設定の使用（P.44）

9 スピーカ ボタン スピーカフォン モードのオン / オフを切り替 
えます。スピーカフォンがオンになっている

とき、ボタンは点灯しています。

ハンドセット、ヘッド

セット、およびスピーカ

フォンの使用方法（P.41）
10 ミュート ボタン ミュート機能のオン / オフを切り替えます。

ミュート機能がオンになっているとき、ボタ

ンは点灯しています。

ミュートの使用（P.20）

11 ヘッドセット ボタン ヘッドセット モードのオン / オフを切り替え 
ます。

ハンドセット、ヘッド

セット、およびスピーカ

フォンの使用方法（P.41）
12 音量ボタン 音量およびその他の設定を制御します。 電話設定の使用（P.44）

13 サービス ボタン ［サービス］メニューを開閉します。 Web での電話機のカスタ 
マイズ（P.54）

14 メッセージ ボタン サービスによって異なりますが、ボイス メッ 
セージ サービスに自動ダイヤルします。

ボイス メッセージへのア 
クセス（P.53）

15 ナビゲーション  
ボタン

メニューのスクロールに使用します。 履歴の使用（P.46）

16 キーパッド 電話番号のダイヤル、文字の入力、およびメ

ニュー項目の選択に使用します。

基本的なコール処理

（P.15）
17 ソフトキー ボタン 電話スクリーンに表示されているソフトキー

のオプションをそれぞれアクティブにしま

す。

電話スクリーンの機能に

ついて（P.11）

項目 説明 参照先または問い合せ先

i
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 電話スクリーンの機能について
次の図は、1 つのアクティブなコールと複数の機能メニューが開いているメインの電話スクリーンの外 
観を示しています。

電話スクリーンのクリーニング

電話スクリーンは、柔らかく乾いた布で軽く拭きます。電話機に液体や粉がかからないようにしてく

ださい。柔らかく乾いた布以外で拭くと、電話機の部品が汚れたり、故障したりする可能性があります。

1 プライマリ電話回線 プライマリ電話回線の電話番号（内線番号）を表示します。 
2 プログラマブル ボタン 
インジケータ

プログラマブル ボタン  には、電話回線ボタン、短縮ダイヤル ボタ    
ン、電話機サービス ボタン、また電話機能ボタンとしての働きもありま 
す。アイコンとラベルは、これらのボタンの設定状況を示します。アイ

コンについては、このガイドの冒頭にあるクイック リファレンス カー  
ドの「電話スクリーンのアイコン」の項を参照してください。

3 ソフトキーのラベル ソフトキーの機能をそれぞれ表示します。ソフトキーをアクティブにす

るには、ソフトキー ボタン  を押します。

4 ステータス行 オーディオ モードのアイコン、ステータス情報、およびプロンプトを表 
示します。

5 コール アクティビティ
領域

発信者 ID、通話時間、および標準の表示で強調表示されている回線の 
コールの状態など、回線ごとにコールを表示します。P.13 の「回線と 
コールの違いについて」および P.21 の「複数のコールの表示」を参照し 
てください。



12 OL-15496-01-J

機能ボタンとメニューについて
機能ボタンを押すと、機能メニューが開閉します。

電話機のヘルプ システムについて
電話機には、オンライン ヘルプ システムが備わっています。ヘルプの項目は電話スクリーンに表示さ  
れます。

目的 必要な操作または状態の説明

機能メニューを開閉する 次の機能ボタンを押します。

メッセージ

サービス

または  ヘルプ

ディレクトリ

設定 

リストまたはメニューをスク

ロールする

ナビゲーション ボタンを押します。

機能メニューの 1 つ前のレベル  
に戻る

［シュウリョウ］を押します。メニューの最上位レベルで［シュウ

リョウ］を押すと、メニューが閉じます。

目的 必要な操作または状態の説明

メイン メニューを表示する 電話機の  または  を押し、メニューが表示されるまで数秒間    
待ちます。

ボタンやソフトキーを確認する  または  を押してから、すぐにボタンまたはソフトキーを押   
します。

メニュー項目を確認する  または  を押し、すばやく電話スクリーンのメニュー項目を   
選択します。あるいは、メニュー項目を強調表示して  または    
をすばやく 2 回押します。

ヘルプを使用してヘルプを表示

する

 または  をすばやく 2 回押します（最初にメニュー項目を選     
択しません）。 

i

i

i

i
i

i
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回線とコールの違いについて
ここでは、回線とコールの混同を避けるため、この 2 つの違いを説明します。

 • 回線：電話をかける際に使用する電話番号に対応します。Cisco Unified IP Phone 7960G は最大 6 本、      
Cisco Unified IP Phone 7940G は最大 2 本の回線をサポートします。電話機に割り当てられた回線の      
数は、電話スクリーンの回線領域で確認します。電話機の回線の数は、割り当てられたディレクト

リ番号および電話回線アイコン  の数と同じです。

 • コール：1 回線で複数のコールをサポートできます。デフォルトでは、1 本の回線が 4 つのコール    
の接続をサポートしますが、システム管理者はこの数を必要に応じて調整できます。アクティブと

なり得るコールは常に 1 つに限定されるので、他のコールはすべて自動的に保留状態になります。

回線とコールのアイコンについて

電話機には、回線とコールの状態を示すアイコンが表示されます。

アイコン コールの状態 説明

オンフック回線 この回線には、コール アクティビティがありません。

オフフック回線 番号をダイヤルしているか、発信コールの呼出音が鳴っていま

す。

接続コール 通話相手に接続されている状態です。

呼び出し中のコール いずれかの回線でコールの呼出音が鳴っています。

コールの保留 コールが保留されています。P.19 の「コールの保留と復帰」を 
参照してください。

リモートで使用中 共有回線の別の電話機に接続コールがあります。P.32 の「共有 
回線の使用」を参照してください。

認証されたコール P.36 の「安全なコールの送受信」を参照してください。

暗号化されたコール P.36 の「安全なコールの送受信」を参照してください。

アイドル回線（BLF） P.40 の「BLF を使用した回線状態の判断」を参照してください。

ビジー回線（BLF） P.40 の「BLF を使用した回線状態の判断」を参照してください。
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機能のアベイラビリティについて
電話機のシステム設定によって、この電話ガイドに記載されている機能がご使用の電話機で利用でき

ない、または動作が異なる場合があります。操作方法や機能のアベイラビリティの詳細については、お

客様の社内のサポート デスクまたはシステム管理者にお問い合せください。
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基本的なコール処理

基本的なコール処理は、さまざまな機能とサービスを使用して行うことができます。機能のアベイラ

ビリティは異なることがあります。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

コールの発信：基本オプション
Cisco  Unified IP Phone には、次のように、簡単にコールを発信する方法がいくつか用意されています。

ヒント

間違ってダイヤルした場合は、<< を押して、番号を消去します。

目的 必要な操作または状態の説明 参照先または問い合せ先

ハンドセットを使用して

発信する

ハンドセットを取り上げて番号をダイヤルしま

す。

電話機の概要（P.8）

スピーカフォンを使用し

て発信する

 を押し、電話番号を入力します。 ハンドセット、ヘッド

セット、およびスピーカ

フォンの使用方法（P.41）

ヘッドセットを使用して

発信する

 を押し、電話番号を入力します。または   
が点灯している場合は、［ハッシン］を押して電

話番号を入力します。

ハンドセット、ヘッド

セット、およびスピーカ

フォンの使用方法（P.41）

リダイヤルする ［リダイヤル］を押すと、最後に発信した番号が

ダイヤルされます。 
履歴の使用（P.46）

別のコールがアクティブ

なときにコールを発信す

る（同じ回線を使用）

1. ［ホリュウ］を押します。

2. ［ハッシン］を押します。

3. 電話番号を入力します。

コールの保留と復帰

（P.19）

履歴からダイヤルする 1.  >［フザイリレキ］、［チャクシンリ 
レキ］、または［ハッシンリレキ］を選択し

ます。

2. リスト項目を選択するか、リスト項目にス
クロールして、オフフックにします。

履歴の使用（P.46）
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コールの発信：その他のオプション
電話機に特別な機能やサービスが用意されていれば、それらを使用してコールを発信することができ

ます。このような追加のオプションの詳細については、システム管理者にお問い合せください。

目的 必要な操作または状態の説明 参照先または問い合せ先

別のコールがアクティブ

なときにコールを発信す

る（別の回線を使用）

1. 新しい回線で  を押します。最初のコー  
ルは自動的に保留状態になります。

2. 電話番号を入力します。

コールの保留と復帰

（P.19）

短縮ダイヤルを使用する 次のいずれかの操作を実行します。

 •  （短縮ダイヤル ボタン）を押します。

 • 固定短縮ダイヤル機能を使用します。

 • ファースト ダイヤル機能を使用します。

短縮ダイヤル（P.29）

電話機の社内ディレクト

リからダイヤルする

1.  >［シャナイディレクトリ］を選択 
します（名前は異なる場合があります）。

2. 名前を入力して、［ケンサク］を押します。

3. リスト項目を選択するか、リスト項目にス
クロールして、オフフックにします。

履歴の使用（P.46）

話し中または呼び出し中

の内線が応対可能になっ

たときに、コールバック

を使用して通知を受信す

る

1. ビジー音または呼出音が聞こえているとき
に［オリカエシ］を押します。

2. 切断します。回線が利用できるようになる
と、電話機に通知されます。

3. もう一度コールを発信します。

システム管理者

回線にコールを発信する

前に、短縮ダイヤルに関

連付けられた回線が使用

中かどうかを確認する

ビジー ランプ フィールド インジケータを確認   
します。 

BLF を使用した回線状態 
の判断（P.40）

プライオリティ

（Precedence）コールをか
ける

MLPP アクセス番号を入力してから、電話番号 
を入力します。

重要なコールの優先順位

付け（P.37）

個人アドレス帳（PAB）の
エントリからダイヤルす

る

1.  >［パーソナルディレクトリ］を選 
択してログインします。

2. ［コジンアドレスチョウ］を選択してリスト
を検索します。

電話機でのパーソナル 
ディレクトリの使用

（P.50）
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課金コードまたはトラッ

キング コードを使用して 
コールを発信する

1. 電話番号をダイヤルします。

2. トーンが聞こえたら、ユーザ固有のコード
である Client Matter Code（CMC）または認   
証に必要な Forced Authorization Code（FAC）   
を入力します。

システム管理者

エクステンション モビリ 
ティ プロファイルを使用 
してコールを発信する

電話機からエクステンション モビリティ サー  
ビスにログインします。

Cisco エクステンション 
モビリティの使用（P.39）

目的 必要な操作または状態の説明 参照先または問い合せ先
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コールへの応答
コールに応答するには、単純にハンドセットを取り上げるか、電話機に他にオプションが用意されて

いれば、それらを使用します。

目的 必要な操作または状態の説明 参照先または問い合せ先

ヘッドセットで応答する  が点灯していない場合は押します。または、 
 が点灯している場合は、［オウトウ］または 
 を押します。

ハンドセット、ヘッド

セット、およびスピーカ

フォンの使用方法（P.41）

スピーカフォンで応答す

る

、［オウトウ］、または  を押します。 ハンドセット、ヘッド

セット、およびスピーカ

フォンの使用方法（P.41）

接続コールから切り替え

て呼び出し中のコールに

応答する

［オウトウ］を押すか、コールが別の回線で鳴っ

ている場合は、該当する回線の  を押します。
コールの保留と復帰

（P.19）

コール待機を使用して応

答する

［オウトウ］を押します。 コールの保留と復帰

（P.19）

コールを自動接続する 自動応答を使用します。 ヘッドセットまたはス

ピーカフォンでの自動応

答の使用（P.43）

パークされたコールを別

の電話で取得する

コール パークを使用します。 パークされているコール

の保存と取得（P.35）

自分の電話機を使用して

別の場所で鳴っている

コールに応答する

コール ピックアップを使用します。 自分の電話機で他の電話

機の着信に応答する

（P.31）

プライオリティ コールに 
応答する

現在のコールを切断して［オウトウ］を押しま

す。

重要なコールの優先順位

付け（P.37）
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コールの終了
コールを終了するには、単純に切断します。詳細を次に示します。

コールの保留と復帰
コールは、保留したり復帰したりすることができます。

ヒント

 • コールが保留状態になっているとき、通常は音楽やビープ音が流れます。 

 • 保留状態のコールには、コールの保留を示すアイコン  が表示されています。

目的 必要な操作または状態の説明

ハンドセットを使用していると

きに切断する

ハンドセットを受け台に戻します。または［シュウリョウ］を押し

ます。

ヘッドセットを使用していると

きに切断する

 を押します。または、ヘッドセット モードをアクティブにして  
おくには、［シュウリョウ］を押します。

スピーカフォンを使用している

ときに切断する

 または［シュウリョウ］を押します。

複数のコールがある場合に 1 つ  
のコールだけを切断する

［シュウリョウ］を押します。必要に応じて、コールの保留を解除

しておきます。

目的 必要な操作または状態の説明

コールを保留にする 1. 保留状態にするコールが強調表示されていることを確認しま
す。

2. ［ホリュウ］を押します。 

現在の回線にあるコールの保留

を解除する

1. 保留を解除するコールが強調表示されていることを確認しま
す。

2. ［フッキ］を押します。

別の回線にあるコールの保留を

解除する

対象の回線で  を押します。 

この回線で保留になっているコールが 1 つの場合、コールは自動的  
に復帰します。複数のコールが保留になっている場合、復帰する

コールまでスクロールし、［フッキ］を押します。
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ミュートの使用
ミュートが有効な場合、コールの通信相手からの音声は聞こえますが、自分からの音声は通信相手に

聞こえません。ミュートは、ハンドセット、スピーカフォン、またはヘッドセットで使用できます。

複数のコール間の切り替え
1 本または複数の回線上で複数のコールを切り替えることができます。切り替え先のコールが自動的に 
強調表示されない場合は、ナビゲーション ボタンを使用してそのコールまでスクロールします。

目的 必要な操作または状態の説明

ミュートをオンにする  を押します。 

ミュートをオフにする  を押します。

目的 必要な操作または状態の説明

同じ回線上で接続されている複

数のコールを切り替える

1. 切り替え先のコールが強調表示されていることを確認します。

2. ［フッキ］を押します。

アクティブなコールが保留になり、選択されたコールが復帰し

ます。

異なる回線上で接続されている

コールを切り替える

切り替え先の回線で  を押します 

この回線で保留になっているコールが 1 つの場合、コールは自動的  
に復帰します。複数のコールが保留になっている場合、該当する

コールを強調表示し、［フッキ］を押します。

接続コールから切り替えて呼び

出し中のコールに応答する

［オウトウ］を押すか、コールが別の回線で鳴っている場合は、切

り替え先の回線の  を押します。 

アクティブなコールが保留になり、選択されたコールが復帰しま

す。
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複数のコールの表示
電話機に複数のコールがどのように表示されるかを理解することは、コール処理タスクを整理するの

に役立ちます。

標準の表示モードでは、強調表示された回線のコールが電話機に次のように表示されます。

 • 優先順位が最も高く、通話時間の最も長いコールがリストの先頭に表示されます。

 • 同じタイプのコールは、まとめて表示されます。たとえば、通話しているコールは先頭付近に、保

留中のコールは末尾付近にまとめて表示されます。

その他に、次の方法を使用して複数の回線の複数のコールを表示することができます。

目的 必要な操作または状態の説明

別の回線のコールを表示する  または  を押します。

すぐに回線ボタン  を押します。

コールの概要モードに切り替え

る

強調表示された回線の  を押します 

電話機がコール概要モードに切り替えられ、回線ごとに 1 つのコー  
ルのみが表示されます。表示されるコールは、アクティブなコール、

または通話時間の最も長い保留中のコールのいずれかです。

標準の表示モードに戻るには、  または  を押してから、すぐに   
回線ボタンを押します。

i

i
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コールの転送
接続コールは転送によってリダイレクトされます。転送先は、コールの転送先となる電話番号です。

目的 必要な操作または状態の説明

転送先の相手と会話せずにコー

ルを転送する

1. アクティブなコールから、［テンソウ］を押します。

2. 転送先の電話番号を入力します。

3. ［テンソウ］をもう一度押して転送を完了するか、［シュウリョ
ウ］を押して転送を取り消します。 

（注） 電話機がオンフック転送をサポートしている場合は、
代わりに切断して転送を完了することもできます。

転送先の相手と会話してから

コールを転送する（打診転送）

1. アクティブなコールから、［テンソウ］を押します。

2. 転送先の電話番号を入力します。 

3. 相手が応答するのを待ちます。

4. ［テンソウ］をもう一度押して転送を完了するか、［シュウリョ
ウ］を押して転送を取り消します。

（注） 電話機がオンフック転送をサポートしている場合は、
代わりに切断して転送を完了することもできます。

通信を継続せずに、2 つの現在 
のコールを相互に転送する（直

接転送）

1. その回線上の任意のコールをスクロールして強調表示します。

2. ［センタク］を押します 

3. 2 番目のコールに対しても同じ処理を行います。

4. 選択したコールの 1 つが強調表示されている状態で［Dテンソ  
ウ］を押します（必要に応じて、［Dテンソウ］を表示するため
に［ツギヘ］を押します）。

2 つのコールが相互に接続され、自分のコールは終了されます。 

（注） 発信者との通信を継続する場合は、代わりに［サンカ］
を使用します。

ボイス メッセージ システムに  
コールをリダイレクトする

［ソクテンソウ］を押します。コールがボイス メッセージ グリー  
ティングに自動転送されます。［ソクテンソウ］は、アクティブ

なコール、呼び出し中のコール、保留中のコールに使用できます。



基本的なコール処理

Cisco Unified IP Phone 7960G/7940G 電話ガイド for Cisco Unified Communications Manager 7.0 (SCCP) 23

ヒント

 • オンフック転送が電話機で有効になっている場合は、切断してコールを完了するか、または［テン

ソウ］を押してから切断することができます。

 • 電話機のオンフック転送が有効でない場合は、［テンソウ］を押さずに切断すると、コールが保留

状態になります。

 • ［テンソウ］を使用して保留中のコールをリダイレクトすることはできません。［フッキ］を押し
て、転送前にコールの保留を解除してください。

別の電話番号へのコールの転送
コール転送機能を使用すると、自分の電話機にかかってくる着信コールを別の電話番号にリダイレク

トできます。

システム管理者によって設定されている場合は、次の 2 種類のコール転送機能から選択できます。

 • 無条件のコール転送（不在転送）：受信したすべてのコールに適用されます。 

 • 条件付きコール転送（無応答時転送、話中転送、カバレッジなし時転送）：条件に応じて、受信し

た特定のコールに適用されます。

不在転送機能には電話機またはユーザ オプション Web ページからアクセスできますが、条件付きコー   
ル転送機能には、ユーザ オプション Web ページからのみアクセスできます。どのコール転送機能を使   
用できるかは、システム管理者が決定します。

目的 必要な操作または状態の説明

プライマリ回線の不在転送を設

定する

［フザイ］ソフトキーまたは［フザイテンソウ］ボタンを押し、転

送先の電話番号を入力します。 

プライマリ回線の不在転送を

キャンセルする

［フザイ］ソフトキーまたは［フザイテンソウ］ボタンを押します。

プライマリ回線の不在転送が有

効になっているかどうかを確認

する

次のことを確認します。

 • プライマリの電話番号の上にコール転送アイコン（ ）が表

示されている。

 • ステータス行にコール転送の転送先番号が表示されている。
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ヒント

 • 転送先番号は、自分の電話機からダイヤルする場合とまったく同じように入力します。たとえば、

必要に応じてアクセスコードや地域コードをダイヤルします。

 • 従来のアナログ電話機、または他の IP Phone にコールを転送することができます（ただし、シス   
テム管理者がコール転送機能を社内の番号に制限している場合があります）。

 • コール転送は、電話回線ごとに設定します。コール転送が有効でない回線にコールがかかってきた

場合、通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

 • システム管理者は、転送されたコールを受信した人物から転送者への連絡を可能にする、コール転

送オーバーライド機能を有効にできます。このオーバーライドが有効になると、転送先から転送者

の電話に発信されたコールは転送されず、呼出音が鳴ります。

 • 不在転送を電話機から直接設定すると、設定が拒否される場合があります。設定が拒否されるの

は、入力した転送先番号がコール転送ループを招く場合、または入力した転送先番号がコール転送

チェーンで許可された最大リンク数を超える場合です。

プライマリ回線以外の回線で、

コール転送をリモートにセット

アップまたはキャンセルする

1. ユーザ オプション Web ページにログインします（P.54 の「ユー    
ザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください）。 

2. コール転送設定にアクセスします（P.62 の「Web での回線設定  
の制御」を参照してください）。

（注） コール転送がプライマリ回線以外で有効になっている
場合、電話機にはコール転送の状態が表示されません。
その代わりとして、ユーザ オプション Web ページで設   
定を確認する必要があります。 

目的 必要な操作または状態の説明
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会議コールの使用方法
Cisco Unified IP Phone では、3 名以上を 1 台の電話機の会話に参加させ、会議コールを作成できます。

会議コールのタイプについて

会議コールには、標準の会議とミートミー会議の 2 つのタイプがあります。

標準の会議コール

標準の会議コールは、必要性や電話機で利用できるソフトキーに応じて、次のように複数の方法で作

成できます。

 • ［カイギ］：このソフトキーは、参加者それぞれにコールをかけることによって、標準の会議を開
催するときに使用します。標準の会議コールは、ほとんどの電話機で利用可能なデフォルトの機能

です。

 • ［サンカ］：このソフトキーは、すでに同じ 1 本の回線にある複数のコールを結合して標準の会議  
コールを開催するときに使用します。

 • ［Cワリコミ］：このソフトキーは、共有回線の既存のコールに自分を追加し、そのコールを標準の
会議コールに切り替えるときに使用します。この機能は、共有回線を使用する電話機でのみ利用で

きます。

手順の詳細については、P.26 の「標準の会議の開催と参加」を参照してください。

ミートミー会議コール

ミートミー会議コールは、指定された時刻にミートミー電話番号に発信して作成します。 

手順の詳細については、P.28 の「ミートミー会議コールの開催または参加」を参照してください。
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標準の会議の開催と参加

標準の会議では、1 つのコールに 3 名以上の参加者が 1 つのコールで会話できます。

目的 必要な操作または状態の説明

 • 参加者に発信して会議コー

ルを作成する

 • 複数の会議コールに新しい

参加者を追加する

1. 接続されたコールで、［カイギ］を押します（必要に応じて、［カ
イギ］を表示するために［ツギヘ］ソフトキーを押します）。 

2. 参加者の電話番号を入力します。 

3. コールが接続されるのを待ちます。

4. ［カイギ］をもう一度押して、参加者をコールに追加します。

5. この操作を繰り返して、参加者を 1 人ずつ追加します。

会議の開催者以外が参加者を追加または削除できるかどうかをシ

ステム管理者に確認してください。

複数の既存のコールを参加させ

て、会議コールを作成する

1. 1 本の回線に複数のコールがあることを確認します。

2. 会議コールに追加するコールを強調表示します。

3. ［センタク］を押します

選択されたコールがこのアイコン  を表示します。

4. 追加するすべてのコールについて、それぞれ同じ処理を行いま
す。

5. 選択したコールのいずれかで、［サンカ］を押します（必要に応
じて、［サンカ］を表示するために［ツギヘ］ソフトキーを押し

ます）。

（注） アクティブなコールが自動的に選択されます。

会議に参加する 呼出音が鳴ったら電話機に応答します。 

共有回線でコールに割り込ん

で、会議コールを作成する

共有回線でコールを強調表示し、［Cワリコミ］を押します（必要に
応じて、［Cワリコミ］を表示するために［ツギヘ］ソフトキーを押
します）。 

P.32 の「共有回線の使用」を参照してください。

会議の参加者のリストを表示す

る

1. アクティブな会議を強調表示します。

2. ［サンカシャ］を押します 

会議に参加した順序に従って、参加者がリストに表示されます。

最後に追加された参加者がリストの先頭になります。
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ヒント

 • 安全な会議を開催するには、セキュリティが設定された電話機を使用する必要があります。 

 • セキュリティ保護されていない会議や参加者には、  アイコンが表示されます。

 • 会議に複数のコールを追加するには、それらのコールが同じ回線にある必要があります。コールが

それぞれ異なる回線にある場合は、それらのコールを 1 本の同じ回線に転送してから［カイギ］ま  
たは［サンカ］を押します。

 • 電話機の設定内容によっては、会議を開催した後でその会議を切断すると、会議が終了する場合が

あります。会議が終了しないようにするには、会議を転送してから切断します。

参加者のリストを更新する 会議の参加者のリストを表示している状態で、［コウシン］を押し

ます。

会議の開催者を確認する 会議のリストを表示している状態で、リストの末尾までスクロール

して、会議の開催者（名前の横にアスタリスク（*）の付いた人物）
を検索します。

会議に最後に追加された参加者

を削除する

［ドロップ］を押します。 

参加者を削除できるのは、会議コールの開催者だけです。

会議の任意の参加者を削除する 1. 参加者の名前を強調表示します。 

2. ［サクジョ］を押します。 

参加者を削除できるのは、会議の開催者だけです。

会議への参加を終了する 切断するか、または［シュウリョウ］を押します。

同じ回線上の 2 つの標準の会議  
を結合する

SCCP 電話機で、［サンカ］ソフトキーまたは ［Dテンソウ］ソフ  
トキーを使用します。 

SIP 電話機で、［カイギ］ソフトキーまたは［テンソウ］ソフトキー 
を使用します。

この機能が使用可能になっているかどうかをシステム管理者に確

認してください。

会議コールのセキュリティを確

認する

「会議」の次に  アイコンまたは  アイコンが表示されている    
か電話機のスクリーンで確認します。

セキュリティ保護されていない

参加者を会議から削除する

会議の参加者のリストを表示している状態で、  アイコンも   
アイコンも表示されていない参加者を選択し、［サクジョ］を押し

ます。

会議の開催者以外が参加者を削除できるかどうかをシステム管理

者に確認してください。

目的 必要な操作または状態の説明
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ミートミー会議コールの開催または参加

ミートミー会議では、会議番号をダイヤルして、会議を開催または会議に参加します。

目的 必要な操作または状態の説明

ミートミー会議を開催する 1. システム管理者からミートミー電話番号を取得します。

2. 取得した番号を参加者に通知します。

3. 会議を開催する準備ができたら、オフフックにしてダイヤル
トーンを確認し、［ミートミー］を押します。

4. ミートミー会議番号をダイヤルします。

参加者は、ダイヤルインで会議に参加できます。

（注） 開催者が参加する前に、参加者が会議にコールした場
合、その参加者にはビジー音が聞こえます。その場合、
参加者はもう一度発信し直す必要があります。

ミートミー会議に参加する ミートミー会議番号をダイヤルします（この番号は会議の開催者か

ら提供されます）。 

（注） 開催者がダイヤルインする前に、会議にコールした場
合、ビジー音が聞こえます。その場合は、もう一度発
信し直す必要があります。

ミートミー会議を終了する すべての参加者が切断する必要があります。

会議の開催者が切断しても、会議は自動的に終了しません。
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応用的なコール処理

応用的なコール処理のタスクには、特別な機能が伴うため、コール処理の需要や作業環境に応じて、シ

ステム管理者に電話機の設定を依頼します。

短縮ダイヤル
短縮ダイヤルでは、インデックス番号を入力する、ボタンを押す、電話スクリーン項目を選択するの 3 
つの方法のいずれかを使用してコールを発信することができます。電話機は設定に応じて、次のよう

な複数の短縮ダイヤル機能をサポートできます。

 • 短縮ダイヤル ボタン

 • 固定短縮ダイヤル機能

 • ファースト ダイヤル

（注） • 短縮ダイヤル ボタンおよび固定短縮ダイヤルを設定するには、ユーザ オプション Web   
ページにアクセスする必要があります。P.54 の「ユーザ オプション Web ページへのアク    
セス」を参照してください。 

• ファースト ダイヤルを設定するには、個人ディレクトリ機能にアクセスする必要がありま 
す。P.56 の「Web でのパーソナル ディレクトリの使用方法」を参照してください。 

• または、システム管理者が短縮ダイヤル機能を設定することもできます。
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目的 必要な操作または状態の説明

短縮ダイヤル ボタンを使用す 
る

1. 短縮ダイヤル ボタンを設定します。P.58 の「Web での短縮ダイ   
ヤルの設定」を参照してください。

2. コールを発信するには、  （短縮ダイヤル ボタン）を押します。

（注） 電話機がビジー ランプ フィールド（BLF）機能をサ  
ポートしている場合、ダイヤルする前に短縮ダイヤル
番号が使用中かどうかを確認できます。P.40 の「BLF 
を使用した回線状態の判断」を参照してください。

固定短縮ダイヤル機能を使用す

る

1. 固定短縮ダイヤル コードを設定します。P.58 の「Web での短縮   
ダイヤルの設定」を参照してください。

2. コールを発信するには、固定短縮ダイヤル コードを入力し、［タ 
ンシュク］を押します。

ファースト ダイヤルを使用す 
る

1. 個人アドレス帳エントリを作成して、ファースト ダイヤル コー  
ドを割り当てます。P.56 の「Web でのパーソナル ディレクトリ   
の使用方法」を参照してください。

2. コールを発信するには、電話機のファースト ダイヤル サービス  
にアクセスします。P.56 の「Web でのパーソナル ディレクトリ   
の使用方法」を参照してください。 
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自分の電話機で他の電話機の着信に応答する
コール ピックアップでは、同僚の電話機で呼び出し中のコールを自分の電話機にリダイレクトするこ 
とによって、そのコールに応答できます。コールピックアップは、同僚とコール処理を共有している

場合に使用できます。

目的 必要な操作または状態の説明

自分のコール ピックアップ グ  
ループ内の内線で鳴っている

コールに応答する

1. 次のいずれかの操作を実行します。

 • ［ピック］ソフトキーが表示されている場合は、それを押します。

 • ［ピック］ソフトキーが表示されていない場合は、オフフックに
して表示してから［ピック］を押します。

電話機が自動ピックアップをサポートしている場合は、これだ

けでコールに接続されます。

2. コールが鳴っている場合、［オウトウ］を押してコールに接続し
ます。

グループ外の内線で鳴っている

コールに応答する

1. 次のいずれかの操作を実行します。

 • ［Gピック］ソフトキーが表示されている場合は、それを押しま
す。

 • ［Gピック］ソフトキーが表示されていない場合は、オフフック
にして表示してから［Gピック］を押します。

 • グループ ピックアップのコードを入力します。

電話機が自動ピックアップをサポートしている場合は、これだ

けでコールに接続されます。

2. コールが鳴っている場合、［オウトウ］を押してコールに接続し
ます。 

自分のグループ内または関連付

けられているグループ内の内線

で鳴っているコールに応答する

1. 次のいずれかの操作を実行します。

 • ［ソノタ Grp］ソフトキーが表示されている場合は、それを押し
ます。

 • ［ソノタ Grp］ソフトキーが表示されていない場合は、オフフッ
クにして表示してから［ソノタ Grp］を押します。

電話機が自動ピックアップをサポートしている場合は、これだ

けでコールに接続されます。

2. コールが鳴っている場合、［オウトウ］を押してコールに接続し
ます。
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ヒント

 • ［ピック］と［Gピック］を押すと、最も長くなり続けているコールに接続します。

 • ［ソノタ Grp］を押すと、プライオリティの最も高いピックアップ グループ内のコールに接続しま 
す。 

 • 複数の回線があり、プライマリ回線以外の回線でコールに応答する場合は、まずピックアップする

回線で  を押してからコール ピックアップのソフトキーを押します。

共有回線の使用
次の場合に、システム管理者が共有回線を設定することがあります。

 • 複数の電話機で 1 つの電話番号を使用する場合

 • 同僚とコール処理タスクを共有する場合

 • マネージャに代わってコールを処理する場合

共有回線について

リモートで使用中のアイコン

リモートで使用中のアイコン  は、回線を共有している他の電話機に接続コールがある場合に表示  
されます。リモートで使用中のアイコンが表示されている場合でも、共有回線では通常どおりにコー

ルの発信や受信を行うことができます。

コール情報の共有と割り込み

回線を共有している電話機には、共有回線上の発信コールや受信コールに関する情報が表示されます。

この情報には、発信者 ID や通話時間などが含まれます（例外については、「プライバシー」の項を参  
照してください）。

コールに関する情報がこのように表示されている場合、回線を共有しているユーザ同士は、［ワリコミ］

または［C ワリコミ］を使用して、コールに参加することができます。P.33 の「共有回線のコールへ 
の参加」を参照してください。

プライバシー

回線を共有している同僚に対して自分のコールに関する情報が表示されないようにするには、プライ

バシー機能を有効にします。この機能を有効にすると、自分のコールに同僚が割り込むのを防止する

こともできます。P.34 の「他者による共有回線のコールの表示および割り込みの防止」を参照してく 
ださい。
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（注） 共有回線でサポートされるコールの最大数は、電話機によって異なります。

共有回線のコールへの参加

電話機の設定に応じて、割り込みまたは C 割り込みのいずれかを使用して、コールに参加できます。

目的 必要な操作または状態の説明

共有回線が使用中かどうかを確

認する

リモートで使用中のアイコン  を確認します。

［ワリコミ］ソフトキーを使用し

て共有回線のコールに参加する

1. リモートで使用中のコールを強調表示します。

2. ［ワリコミ］を押します（必要に応じて、［ワリコミ］を表示す
るために［ツギヘ］ソフトキーを押します）。

他の参加者に対して自分の割り込みを知らせるビープ音が鳴り

ます。 

［Cワリコミ］ソフトキーを使用
して共有回線のコールに参加す

る

1. リモートで使用中のコールを強調表示します。

2. ［Cワリコミ］を押します。（必要に応じて、［Cワリコミ］を表
示するために［ツギヘ］ソフトキーを押します）。 

他の参加者にトーンと短い中断音が聞こえ、電話スクリーン上

のコールに関する情報が変更されます。 

割り込んだコールに新しい会議

参加者を追加する

可能であれば、［Cワリコミ］を使用してコールに割り込みます。

割り込み機能とは異なり、C 割り込み機能を使用すると、コールが 
標準の会議コールに切り替えられ、新しい参加者を追加できるよう

になります。P.25 の「会議コールの使用方法」を参照してください。

割り込んだコールから離脱する 切断します。 

割り込み機能を使用した後にコールを切断すると、他の参加者に切

断音が聞こえ、元のコールは続行します。

C 割り込み機能を使用した後にコールを切断すると、3 名以上の参  
加者が回線に残っている場合に限り、そのコールは会議コールとし

て続行します。
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ヒント

 • 回線を共有している電話機でプライバシー機能が有効になっている場合、回線を共有している他の

電話機に、コールに関する情報と割り込みのソフトキーが表示されません。

 • ［ワリコミ］を使用して参加したコールが保留状態になるか、転送されるか、または会議コールに
切り替えられた場合は、そのコールから切断されます。

他者による共有回線のコールの表示および割り込みの防止

電話回線を共有する場合、プライバシー機能を使用して、回線を共有する他者が自分のコールを参照

したり、コールに割り込んだり（参加したり）できないようにすることができます。

ヒント

 • 回線を共有している電話機でプライバシー機能が有効になっていても、共有回線を通常どおり使用

して、コールの発信や受信ができます。 

 • プライバシー機能は、使用している電話機のすべての共有回線に適用されます。したがって、複数

の共有回線が割り当てられている場合にプライバシー機能を有効にすると、自分が共有している回

線すべてにおいて、同僚がコールを表示したりコールに割り込んだりすることを防止できます。

目的 必要な操作または状態の説明

他者が共有回線のコールを表示

したり、コールに割り込んだり

するのを防止する

1. ［ヒツウチ］  を押します。

2. プライバシー機能が有効であることを確認するには、回線ボタ
ン  の横にプライバシー機能有効アイコン  が表示されて    
いることを確認します。

他者が共有回線のコールを表示

したり、コールに割り込んだり

するのを許可する

1. ［ヒツウチ］  を押します。 

2. プライバシー機能が無効であることを確認するには、回線ボタ
ン  の横にプライバシー機能無効アイコン  が表示されて    
いることを確認します。
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パークされているコールの保存と取得
コールをパークすると、コールを保存し、Cisco Unified Communications Manager システムの別の電話機    
（同僚のデスクや会議室の電話機など）でコールを取得できます。

（注） パークされているコールを取得するまでの時間は制限されていて、その時間を過ぎると元の番

号に戻って呼出音が鳴ります。詳細については、システム管理者に問い合せてください。

目的 必要な操作または状態の説明

コール パークを使用してアク 
ティブなコールを保存する

1. コール中に［パーク］を押します（必要に応じて、［パーク］を
表示するために［ツギヘ］ソフトキーを押します）。 

2. 電話機のスクリーンに表示されたコールのパーク番号を書き留
めます。

3. 切断します。

パークされたコールを取得する ネットワーク内の任意の Cisco Unified IP Phone でコールのパーク番     
号を入力し、コールに接続します。
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安全なコールの送受信
システム管理者が電話機システムをどのように設定したかによって異なりますが、電話機では安全な

コールの送受信がサポートされます。 

電話機では、次のタイプのコールをサポートできます。

 • 認証されたコール：コールに参加しているすべての電話機の ID が検証されています。 

 • 暗号化されたコール：電話機は、Cisco Unified IP ネットワーク内で暗号化されたオーディオ（会   
話）を送受信しています。暗号化済みのコールは認証済みのコールでもあります。

 • ノンセキュア コール：参加している電話機または接続の少なくとも 1 つでセキュリティ機能がサ   
ポートされていないか、電話機が検証できません。

（注） 相互作用や制約、制限によって、電話機におけるセキュリティ機能の動作が悪影響を受ける場

合があります。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

目的 必要な操作または状態の説明

コールまたは会議のセキュリ

ティ レベルを確認する
次のいずれかのセキュリティ アイコンが、通話時間タイマーの横に 
あるコール アクティビティ領域の右隅に表示されていることを確 
認します。

 認証されたコール

 暗号化されたコール 

コールがノンセキュアの場合は、どちらのセキュリティ アイコンも 
表示されません。

社内で安全なコールを発信でき

るかどうかを判断する

システム管理者にお問い合せください。 
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不審なコールのトレース
不審（迷惑）なコールを受信している場合、システム管理者は電話機に Malicious Call Identification   
（MCID）機能を追加できます。この機能を使用すると、アクティブなコールを不審なコールとして識
別できます。その結果、一連のトラッキングと通知のメッセージが自動的に発信されます。

重要なコールの優先順位付け
官庁のような特別な環境では、緊急または重要なコールを発信および受信しなければならない場合が

あります。この特別なコール処理が必要な場合は、電話機への Multilevel Precedence and Preemption    
（MLPP）の追加をシステム管理者に依頼します。

次の用語に留意してください。

 • Precedence：コールに関連付けられたプライオリティを示します。

 • Preemption：プライオリティの低い既存のコールを終了して、電話機に送信されたプライオリティ
のより高いコールを受け入れる処理です。

目的 必要な操作または状態の説明

不審なコールや嫌がらせコール

をシステム管理者に通知する

［メイワクコ］を押します。 

トーンが鳴り、「メイワクコガセイコウシマシタ」というメッセー

ジが表示されます。

目的または状態 必要な操作または状態の説明

発信コールのプライオリティ

レベル（Precedence）を選択する
対応するコールの Precedence 番号のリストについては、システム管  
理者にお問い合せください。

プライオリティ（Precedence）
コールをかける

電話番号の前に、システム管理者から提供された MLPP アクセス番  
号を入力します。

特別な呼出音（通常より速い）

または特別なコール待機音が鳴

る

プライオリティ（Precedence）コールを受けていることを意味しま
す。コールのプライオリティ レベルは、電話スクリーン上の MLPP  
アイコンによって示されます。
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ヒント

 • MLPP が有効なコールを発信または受信すると、標準のトーンとは異なる特別な呼出音とコール待 
機音が鳴ります。

 • 無効な MLPP アクセス番号を入力すると、音声によるアナウンスでエラーが通知されます。

 • Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）を使用すると、サイレント（DND）機能が無効にな   
ります。

コールのプライオリティ レベ 
ルを確認する

電話スクリーン上の MLPP アイコンを確認します。

プライオリティ コール

プライオリティのやや高い（即時）コール

プライオリティの高い（フラッシュ）コール

プライオリティの最も高い（フラッシュ オーバーライド） 
コール、つまりエグゼクティブ オーバーライド コール

より高いプライオリティのコールが、コール リストの先頭に表示さ 
れます。MLPP アイコンが表示されていない場合、コールのプライ 
オリティ レベルは通常（ルーチン）です。

プライオリティのより高いコー

ルを受け入れる

コールに通常どおり応答します。必要に応じて、アクティブなコー

ルを先に終了します。

コール中に連続したトーンが聞

こえる

自分または通話相手が、現在のコールより優先されるべきコールを

受信しています。すぐに切断し、プライオリティのより高いコール

の呼出音が鳴るようにします。

目的または状態 必要な操作または状態の説明
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Cisco エクステンション モビリティの使用
Cisco エクステンション モビリティ（EM）を使用すると、Cisco Unified IP Phone を一時的に自分の電      
話機として設定できます。EM にログオンすると、電話機に自分のユーザ プロファイル（電話回線、機  
能、設定されているサービス、Web ベースの設定など）が適用されます。システム管理者に、EM を自  
分用に設定してもらう必要があります。

ヒント

 • 一定の時間が経過すると、EM から自動的にログアウトされます。この時間制限は、システム管理 
者により設定されます。

 • ユーザ オプション Web ページを使用して EM プロファイルに加えた変更は、電話機で EM にログ       
インしている場合はすぐに有効になります。ログインしていない場合は、次回ログインしたときに

有効になります。

 • ユーザ オプション Web ページを使用して電話機に加えた変更は、EM からログアウトしている場    
合はすぐに有効になります。ログアウトしていない場合は、ログアウトした後に有効になります。 

 • 電話機によって制限を受けるローカル設定は、EM プロファイルには保存されません。

目的 必要な操作または状態の説明

EM にログインする 1.   >［EM Service］を選択します（名前は異なる場合があ   
ります）。

2. ユーザ ID と PIN（システム管理者から取得）を入力します。

3. プロンプトが表示されたら、デバイス プロファイルを選択しま 
す。

EM からログアウトする 1.   >［EM Service］を選択します（名前は異なる場合があ   
ります）。

2. ログアウトの確認を求められたら、［Yes］を押します。
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BLF を使用した回線状態の判断
設定に応じて、ビジー ランプ フィールド（BLF）機能を使用して、電話機の短縮ダイヤル ボタンに関   
連付けられた電話回線の状態を判断できます。BLF のステータスに関係なく、この回線にコールを発 
信できます。この機能は、ダイヤル操作を妨げません。

目的 必要な操作または状態の説明

短縮ダイヤル回線の状態を確認

する

回線番号の横の次のいずれかのインジケータを確認します。

 回線は使用中です。 

 BLF インジケータは、この回線には使用できません。
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ハンドセット、ヘッドセット、および
スピーカフォンの使用方法

電話機と一緒に使用できるオーディオ デバイスは、ハンドセット、ヘッドセット、またはスピーカフォ 
ンです。

ハンドセットが取り上げられたとき、または別のオーディオ デバイスが使用中のときに、電話機はオ 
フフックになります。 

ハンドセットが受け台に置かれていて別のオーディオ デバイスも使用されていないとき、電話機はオ 
ンフックになります。

ハンドセットの使用

目的 必要な操作または状態の説明

オフフックにする ハンドセットを取り上げます。

オンフックにする ハンドセットを受け台に戻します。

コール中に、スピーカフォンま

たはヘッドセットに切り替える

 または  を押し、ハンドセットを置きます。

コールの音量レベルを調節する コール中またはダイヤル トーンが聞こえているときに 
 を押します。

［ホゾン］を押して、その後のコールの音量レベルを保存します。
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ヘッドセットの使用
電話機では、有線ヘッドセット用に 4 線または 6 線のヘッドセット ジャックがサポートされています。     
ヘッドセットの購入の詳細については、P.7 の「ヘッドセットについて」を参照してください。

ヘッドセットの使用中は、  や  など、電話機のすべてのコントロールにアクセスできます。

自動応答を使用する場合は、P.43 の「ヘッドセットまたはスピーカフォンでの自動応答の使用」を参 
照してください。

スピーカフォンの使用
ハンドセットが受け台に置かれていて、  が点灯していないときに電話番号をダイヤル、またはコー 
ルに応答すると、通常はスピーカフォン モードが自動的に有効になります。

目的 必要な操作または状態の説明

ヘッドセット モードのオン /オ 
フを切り替える

 を押します。

ハンドセットに切り替える ハンドセットを取り上げます。

コールの音量レベルを調節する コール中またはダイヤル トーンが聞こえているときに  を   
押します。

［ホゾン］を押して、その後のコールの音量レベルを保存します。

目的 必要な操作または状態の説明

スピーカフォン モードのオン / 
オフを切り替える

  を押します。

ハンドセットに切り替える ハンドセットを取り上げます。 

コールの音量レベルを調節する コール中またはダイヤル トーンが聞こえているときに 
 を押します。

［ホゾン］を押して、その後のコールの音量レベルを保存します。
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ヘッドセットまたはスピーカフォンでの自動応答の使用
自動応答が有効である場合、電話機は、2～ 3 回の呼出音の後、自動的に着信コールに応答します。シ 
ステム管理者は、スピーカフォンまたはヘッドセットのいずれかの使用時に自動応答するように設定

します。大量の着信コールを受ける場合、自動応答を使用すると便利です。

目的または状態 必要な操作または状態の説明

ヘッドセットで自動応答を使用

する

通話中以外も、ヘッドセット モードを有効（つまり、 が点灯して 

いる状態）にしておきます。 

ヘッドセット モードを有効にしておくには、次の手順を実行しま 
す。

 • ［シュウリョウ］を押して切断します。

 • ［ハッシン］または［ダイヤル］を押して、新しいコールを発信
します。

電話機がヘッドセット モードで自動応答を使用するように設定さ 
れていると、 が点灯している場合に限り、コールが自動的に応答

されます。 

その状態でない場合は、通常どおりコールの呼出音が鳴るので、手

動でそのコールに応答する必要があります。

スピーカフォンで自動応答を使

用する

ハンドセットを受け台に置き、ヘッドセット モードを非アクティブ 
（  が消灯）にしておきます。 

その状態でない場合は、通常どおりコールの呼出音が鳴るので、手

動でそのコールに応答する必要があります。
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電話設定の使用

呼出音、背景イメージ、その他の設定を調整して、Cisco Unified IP Phone を個人設定できます。

呼出音およびメッセージ インジケータのカスタマイズ
着信コールや新しいボイス メッセージを電話機で示す方法をカスタマイズできます。また、電話機の 
呼出音の音量も調整できます。

目的 必要な操作または状態の説明

回線ごとに呼出音を変更する 1.  >［ヨビダシオンタイプ］を選択します。

2. 電話回線またはデフォルトの呼出音の設定を選択します。

3. 呼出音を選択して、サンプルを再生します。

4. ［センタク］、OK の順で押して呼出音を設定するか、［キャンセ 
ル］を押して操作を取り消します。

回線ごとに呼出音のパターン

（点滅のみ、一度だけ鳴らす、

ビープ音のみなど）を変更する

1. ユーザ オプション Web ページにログインします（P.54 の「ユー    
ザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください）。

2. コール呼出音パターン設定にアクセスします（P.62 の「Web で  
の回線設定の制御」を参照してください）。

（注） ユーザがこの設定にアクセスする前に、システム管理
者がこの設定を有効にしておく必要があります。

電話機の呼出音の音量レベルを

調節する

ハンドセットが受け台に置かれていて、ヘッドセットとスピーカ

フォンのボタンがオフになっている状態で、  を押しま 
す。設定した呼出音の音量が自動的に保存されます。

ハンドセットにあるボイス

メッセージのランプの動作を変

更する

1. ユーザ オプション Web ページにログインします（P.54 の「ユー    
ザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください）。

2. メッセージ インジケータ設定にアクセスします（P.62 の「Web  
での回線設定の制御」を参照してください）。

（注） 通常、デフォルトのシステム ポリシーでは、ハンドセッ 
トのライト ストリップのランプが点灯することによ 
り、新しいボイス メッセージがあることを示します。 
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電話スクリーンのカスタマイズ
電話スクリーンの特性は調整できます。

目的 必要な操作または状態の説明

電話スクリーンの言語を変更す

る

1. ユーザ オプション Web ページにログインします（P.54 の「ユー    
ザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください）。 

2. ユーザ設定にアクセスします（P.62 の「Web での回線設定の制  
御」を参照してください）。

回線のテキストラベルを変更す

る

1. ユーザ オプション Web ページにログインします（P.54 の「ユー    
ザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください）。

2. 回線ラベルの設定にアクセスします（P.62 の「Web での回線設  
定の制御」を参照してください）。

Cisco Unified IP Phone Expansion    
Module 7914 のコントラストを  
調節する（適用可能な場合）

1.  >［コントラスト］を選択します。 

2. 調整するには、［アップ］、［ダウン］または  を押  
します。

3. ［ホゾン］または［キャンセル］を押します。 
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履歴およびディレクトリの使用

この項では、履歴とディレクトリの使用方法について説明します。両方の機能にアクセスするには、

ディレクトリ ボタン  を使用します。

履歴の使用
電話機には、コールに関する不在履歴、発信履歴、および着信履歴が記録されています。

目的 必要な操作または状態の説明

履歴を表示する  >［フザイリレキ］、［ハッシンリレキ］、 または［チャクシン  
リレキ］を選択します。各履歴には、最大 32 レコードを保存でき  
ます。簡略に編集したリストを表示するには、リストを強調表示し

て［ヘンシュウ］を押します。

履歴を削除する  を押してから［クリア］を押します。この操作により、す 
べての履歴のすべてのレコードが消去されます。

履歴からダイヤルする（別の

コールに接続されていない場

合）

1.  >［フザイリレキ］、［ハッシンリレキ］、または［チャク 
シンリレキ］を選択します。

2. リストを選択するか、リストまでスクロールします。

3. 番号を編集する必要がある場合は、［ヘンシュウ］を押してか
ら、<< または >> を押します。電話番号を削除するには、［ヘン   
シュウ］を押してから、［サクジョ］を押します（必要に応じ

て、［サクジョ］を表示するために［ツギヘ］ソフトキーを押し

ます）。

4. オフフックにしてコールを発信します。
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履歴からダイヤルする（別の

コールに接続されている場合）

1.  >［フザイリレキ］、［ハッシンリレキ］、 または［チャク  
シンリレキ］を選択します。

2. リストを選択するか、リストまでスクロールします。

3. 番号を編集する必要がある場合は、［ヘンシュウ］を押してか
ら、<< または >> を押します。電話番号を削除するには、［ヘン   
シュウ］を押してから、［サクジョ］を押します（必要に応じ

て、［サクジョ］を表示するために［ツギヘ］ソフトキーを押し

ます）。

4. ［ダイヤル］を押します。 

5. 元のコールの処理に対応するメニュー項目を、次の中から選択
します。

 • ［ホリュウ］：最初のコールを保留にし、2 番目のコールをダイ 
ヤルします。

 • ［テンソウ］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送し、自  
分のコールは終了します（ダイヤルした後に［テンソウ］をも

う一度押して操作を完了します）。

 • ［カイギ］：自分を含め、すべての通話相手との間で会議コール
を作成します（ダイヤルした後に［カイギ］をもう一度押して

操作を完了します）。

 • ［シュウリョウ］：最初のコールを切断し、2 番目のコールをダ 
イヤルします。

目的 必要な操作または状態の説明
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ディレクトリ ダイヤリング
設定に応じて、電話機で、社内ディレクトリ機能およびパーソナル ディレクトリ機能をサポートでき 
ます。

 • 社内ディレクトリ：ご使用の電話機でアクセスできる社内の連絡先です。社内ディレクトリは、シ

ステム管理者によって設定、管理されます。

 • パーソナル ディレクトリ：使用可能な場合、ご使用の電話機およびユーザ オプション Web ページ    
から設定およびアクセスできる個人用連絡先および関連付けられた短縮ダイヤル コードです。 
パーソナル ディレクトリは、Personal Address Book（PAB; 個人アドレス帳）とファースト ダイヤ     
ルで構成されます。

－ PAB は、個人用連絡先のディレクトリです。

－ ファースト ダイヤルは、すばやくダイヤルできるように、コードを PAB エントリに割り当て   
るために使用します。

電話機での社内ディレクトリの使用

社内ディレクトリを使用して、同僚にコールを発信できます。

目的 必要な操作または状態の説明

社内ディレクトリからダイヤル

する（別のコールに接続されて

いない場合）

1.  >［シャナイディレクトリ］を選択します（名前は異な 
る場合があります）。

2. キーパッドを使用して、名前の一部または全部を入力し、［ケン
サク］を押します。

3. ダイヤルするには、リストを押すか、リストまでスクロールし
てオフフックにします。
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ヒント

キーパッドの番号を使用して、電話スクリーンの文字を入力します。入力フィールド間を移動するに

は、電話機のナビゲーション ボタンを使用します。

社内ディレクトリからダイヤル

する（別のコールに接続されて

いる場合）

1.  >［シャナイディレクトリ］を選択します（名前は異な 
る場合があります）。

2. キーパッドを使用して、名前の一部または全部を入力し、［ケン
サク］を押します。

3. リストをスクロールして選択し、［ダイヤル］を押します。 

4. 元のコールの処理に対応するメニュー項目を、次の中から選択
します。

 • ［ホリュウ］：最初のコールを保留にし、2 番目のコールをダイ 
ヤルします。

 • ［テンソウ］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送し、自  
分のコールは終了します（ダイヤルした後に［テンソウ］をも

う一度押して操作を完了します）。

 • ［カイギ］：自分を含め、すべての通話相手との間で会議コール
を作成します（ダイヤルした後に［カイギ］をもう一度押して

操作を完了します）。

 • ［シュウリョウ］：最初のコールを切断し、2 番目のコールをダ 
イヤルします。

目的 必要な操作または状態の説明
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電話機でのパーソナル ディレクトリの使用
パーソナル ディレクトリ機能セットには、Personal Address Book（PAB; 個人アドレス帳）とファース    
ト ダイヤルが含まれています。この項では、電話機でのパーソナル ディレクトリの設定方法および使  
用方法について説明します。または、P.56 の「Web でのパーソナル ディレクトリの使用方法」を参照   
してください。

目的 必要な操作または状態の説明

パーソナル ディレクトリへの 
アクセス（PAB およびファース 
ト ダイヤル コード）

1.  >［パーソナルディレクトリ］を選択します（名前は異 
なる場合があります）。 

2. Cisco Unified Communications Manager のユーザ ID と PIN を入力        
し、［ソウシン］を押します。 

PAB エントリを検索する 1. パーソナル ディレクトリにアクセスして、［コジンアドレス 

チョウ］を選択します。 

2. 検索条件を入力して、［ソウシン］を押します。

3. ［マエヘ］または［ツギヘ］を選択して、リスト内を移動できます。 

4. 必要な PAB リストを強調表示して、［センタク］を押します。

PAB エントリからダイヤルする 1. リストを検索します

2. リストを強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［ダイヤル］を押します。（必要に応じて、［ダイヤル］を表示す
るために［ツギヘ］ソフトキーを押します）。

4. 参加者の電話番号を入力します。

5. ダイヤルする番号を強調表示して、［OK］を押します。

6. ［OK］をもう一度押して番号をダイヤルします。

PAB エントリを削除する 1. リストを検索します

2. リストを強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［サクジョ］を押します。 

4. ［OK］を選択して削除を確認します。

PAB エントリを編集する 1. リストを検索します

2. リストを強調表示し、［ヘンシュウ］を押して、名前またはメー
ル アドレスを変更します。 

3. 必要に応じて、［デンワ］を選択して、電話番号を変更します。 

4. ［コウシン］を押します。
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新規 PAB エントリを追加する 1. パーソナル ディレクトリにアクセスして、［コジンアドレス
チョウ］を選択します。 

2. ［ソウシン］を選択して、［ケンサク］ページにアクセスします
（最初に検索情報を入力する必要はありません）。

3. ［シンキ］を押します。

4. 電話機のキーパッドを使用して、名前および電子メール情報を
入力します。

5. ［デンワ］を選択し、キーパッドを使用して電話番号を入力しま
す。必要なアクセス コード（9 または 1 など）を必ず含めます。

6. ［ソウシン］を選択して、データベースにエントリを追加します。

ファースト ダイヤル コードを  
PAB エントリに割り当てる

1. PAB エントリを検索します。

2. リストを強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［ファーストダイヤル］を押します。

4. ダイヤルする番号を強調表示して、［センタク］を押します。

5. 番号に割り当てるファースト ダイヤル コードを強調表示して、  
［センタク］を押します。

新規ファースト ダイヤル コー  
ドを追加する（PAB エントリを 
使用しない場合）

1.  >［パーソナルディレクトリ］>［コジンファーストダ 
イヤル］を選択します。

2. ［ファーストダイヤル］を押します。

3. 割り当てられていないファースト ダイヤル コードを強調表示  
して、［センタク］を押します。

4. ［ワリアテ］を押します。

5. 電話番号を入力します。

6. ［コウシン］を押します。

ファースト ダイヤル コードを  
検索する

1.  >［パーソナルディレクトリ］>［コジンファーストダ 
イヤル］を選択します。 

2. ［マエヘ］または［ツギヘ］を選択して、リスト内を移動できます。 

3. 必要なリストを強調表示して、［センタク］を押します。

ファースト ダイヤル コードを  
使用してコールを発信する

1. ファースト ダイヤル コードを検索します。

2. 必要なリストを強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［ダイヤル］を押します。

4. ［OK］を選択して操作を完了します。

目的 必要な操作または状態の説明
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ヒント

 • システム管理者は、ユーザがパーソナル ディレクトリにログインするために必要なユーザ ID およ   
び PIN を指定できます。 

 • 一定の時間が経過すると、パーソナル ディレクトリから自動的にログアウトされます。この時間 
制限は、設定によって異なります。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

 • キーパッドの番号を使用して、電話スクリーンの文字を入力します。電話機のナビゲーション ボ 
タンを使用して、入力フィールド間を移動します。

ファースト ダイヤル コードを  
削除する

1. ファースト ダイヤル コードを検索します。

2. 必要なリストを強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［サクジョ］を押します。

パーソナル ディレクトリから 
ログアウトする

1.  >［パーソナルディレクトリ］を選択します（名前は異 
なる場合があります）。

2. ［ログアウト］を選択します。

目的 必要な操作または状態の説明
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ボイス メッセージへのアクセス

ボイス メッセージにアクセスするには、メッセージ ボタン  を使用します。

（注） お使いの電話機システムが使用するボイス メッセージ サービスは、会社によって決定されま  
す。詳細については、ボイス メッセージ サービスに付属のマニュアルを参照してください。 

目的 必要な操作または状態の説明

ボイス メッセージ サービスの  
個人設定を行う

 を押し、音声の指示に従います。電話スクリーンにポップ 
アップ メッセージ メニューが表示された場合は、該当するメニュー  
項目を選択します。

新しいボイス メッセージの着 
信を確認する

次の表示を確認します。

 • ハンドセットの赤いランプの点灯（このインジケータは異なる

場合があります。P.44 の「呼出音およびメッセージ インジケー  
タのカスタマイズ」を参照してください）。

 • メッセージ受信アイコン  および電話スクリーンのテキスト  
メッセージ。

ボイス メッセージを聞く、また 
はボイス メッセージ メニュー  
にアクセスする

 を押します。 

このボタンを押すと、ボイス メッセージ サービスに自動ダイヤル  
されるか、または電話スクリーンにメニューが表示されます。この

動作は、お使いのサービスによって異なります。
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Web での電話機のカスタマイズ

Cisco Unified IP Phone は、パーソナル コンピュータなど、社内の他のネットワーク デバイスと情報を      
共有できるネットワーク デバイスです。コンピュータを使用して、Cisco Unified Communications   
Manager ユーザ オプション Web ページにアクセスできます。このページで、Cisco Unified IP Phone の       
機能、設定、およびサービスを制御できます。たとえば、ユーザ オプション Web ページから短縮ダイ   
ヤル ボタンを設定できます。

ユーザ オプション Web ページへのアクセス
この項では、ログイン方法と電話機の選択方法について説明します。

目的 操作

ユーザ オプション Web ページ   
にログインする

1. ユーザ オプション の URL、ユーザ ID、およびデフォルトのパ    
スワードをシステム管理者から入手します。

2. コンピュータで Web ブラウザを起動し、URL を入力してログ   
インします。

3. セキュリティ設定を受け入れるプロンプトが表示されたら、［は
い］または［証明書のインストール］をクリックします。

Cisco Unified CM ユーザ オプションのメイン Web ページが表示      
されます。このページから、［ユーザオプション］を選択して、

ユーザ設定、ディレクトリ機能、個人アドレス帳、およびファー

ストダイヤルにアクセスできます。

または、電話機固有のオプションにアクセスするには、デバイ

スを選択します（次を参照）。
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ログイン後にデバイスを選択す

る

1. ユーザ オプション Web ページにログインした後、［ユーザオプ   
ション］>［デバイス］を選択します。

［デバイス設定］ページが表示されます。 

2. 複数のデバイスが割り当てられている場合は、該当するデバイ
ス（電話機のモデルまたはエクステンション モビリティ プロ  
ファイル）が選択されていることを確認します。必要に応じて、

［名前］ドロップダウン メニューから別のデバイスを選択しま 
す。

［デバイス設定］ページから、電話機で使用可能な各種設定オプ

ションすべてにアクセスできます（他のページでは、すべての

オプションにアクセスできない場合があります）。

－ ［ユーザオプション］を選択して、ユーザ設定、ディレクト

リ、個人アドレス帳、およびファーストダイヤルにアクセ

スします。

－ 回線設定、電話サービス設定、および短縮ダイヤルなどの

電話機固有のオプションにアクセスするには、ツールバー

ボタンを選択します。

別のページから［デバイス設定］ページに戻るには、［ユーザオ

プション］>［デバイス］を選択します。

目的 操作
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Web での機能およびサービスの設定
この項では、ログイン後、ユーザ オプション Web ページで機能およびサービスを設定する方法につい   
て説明します。P.54 の「ユーザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください。

Web でのパーソナル ディレクトリの使用方法
コンピュータからアクセスできるパーソナル ディレクトリ機能セットは、次の要素で構成されます。

 • Personal Address Book（PAB; 個人アドレス帳） 

 • ファースト ダイヤル
 • Cisco Unified Communications Manager Address Book Synchronizer

（注） PAB およびファースト ダイヤルには、電話機からアクセスすることもできます。P.50 の「電   
話機でのパーソナル ディレクトリの使用」を参照してください。

Web での個人アドレス帳の使用方法

この項では、ユーザ オプション Web ページから PAB を使用する方法について説明します。

目的 ログイン後の操作

新規 PAB エントリを追加する 1. ［ユーザオプション］>［個人アドレス帳］を選択します。

2. ［新規］をクリックします。

3. エントリの情報を入力します。 

4. ［保存］をクリックします。

PAB エントリを検索する 1. ［ユーザオプション］>［個人アドレス帳］を選択します。

2. 検索情報を指定して、［検索］をクリックします。

PAB エントリを編集する 1. PAB エントリを検索します。

2. 名前またはニックネームをクリックします。

3. 必要に応じてエントリを編集して、［保存］をクリックします。 

PAB エントリを削除する 1. PAB エントリを検索します。

2. 1 つまたは複数のエントリを選択します。

3. ［選択項目の削除］をクリックします。
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Web でのファースト ダイヤルの設定

この項では、ユーザ オプション Web ページからファースト ダイヤルを割り当てる方法について説明し    
ます。

目的 ログイン後の操作

ファースト ダイヤル コードを  
PAB エントリに割り当てる

1. PAB エントリを作成します。P.56 の「Web での個人アドレス帳   
の使用方法」を参照してください。

2. ［ユーザオプション］>［ファーストダイヤル］を選択します。

3. ［新規追加］をクリックします。

4. 必要に応じて、ファースト ダイヤル コードを変更します。

5. ［検索オプション］域を使用して、該当する PAB エントリを検  
索します。 

6. ［検索結果］域の電話番号をクリックします。

7. ［保存］をクリックします。

ファースト ダイヤル コードを  
電話番号に割り当てる（PAB エ 
ントリを使用しない）

1. ［ユーザオプション］>［ファーストダイヤル］を選択します。

2. ［新規追加］をクリックします。

3. 必要に応じて、ファースト ダイヤル コードを変更します。

4. 電話番号を入力します。

5. ［保存］をクリックします。

ファースト ダイヤル エントリ  
を検索する

1. ［ユーザオプション］>［ファーストダイヤル］を選択します。

2. 検索情報を指定して、［検索］をクリックします。

ファースト ダイヤル電話番号 
を編集する

1. ［ユーザオプション］>［ファーストダイヤル］を選択します。

2. 編集するファースト ダイヤル エントリを検索します。

3. エントリのコンポーネントをクリックします。

4. 電話番号を変更します。

5. ［保存］をクリックします。

ファースト ダイヤル エントリ  
を削除する

1. ファースト ダイヤルを検索します。

2. 1 つまたは複数のエントリを選択します。

3. ［選択項目の削除］をクリックします。
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ヒント

 • 最大 500 個のファースト ダイヤルおよび PAB エントリを作成できます。

 • PAB エントリを使用しなくても、新規のファースト ダイヤル エントリを作成できます。新規の   
ファースト ダイヤル エントリは、ユーザ オプション Web ページに「raw」とラベル表示され、設     
定可能なテキスト ラベルは表示されません。

アドレス帳同期ツールの使用方法

Cisco Unified Communications Manager Address Book Synchronizer を使用して、既存の Microsoft Windows         
アドレス帳を（適切な場合は）PAB と同期化することができます。それによって、Cisco Unified IP Phone    
およびユーザ オプション Web ページで、Microsoft Windows アドレス帳のエントリにアクセスできるよ     
うになります。Cisco Unified Communications Manager Address Book Synchronizer へのアクセス方法およ       
び詳しい使用方法の説明については、システム管理者に問い合せてください。

Web での短縮ダイヤルの設定
電話機は設定に応じて、次のような複数の短縮ダイヤル機能をサポートできます。

 • 短縮ダイヤル ボタン

 • 固定短縮ダイヤル機能

 • ファースト ダイヤル

（注） 短縮ダイヤル機能の使用方法については、P.29 の「短縮ダイヤル」を参照してください。

目的 ログイン後の操作

短縮ダイヤル ボタンを設定す 
る

1. デバイスを選択します。

2. ［短縮ダイヤル］をクリックします。

3. 電話機の短縮ダイヤル ボタン（プログラマブル ボタン）の番号  
とラベルを入力します。

4. ［保存］をクリックします。

（注） 2 バイト文字セットをサポートしていない電話機は 
ASCII ラベル フィールドを使用します。
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ヒント

短縮ダイヤル ボタンは、回線ボタンとして予約されていない各プログラマブル ボタンに設定できます。  
この代わりには、固定短縮ダイヤルまたはファースト ダイヤルを使用してください。

Web での電話機サービスの設定
電話機サービスには、特別な電話機の機能、ネットワーク データ、Web ベースの情報（株式相場、映  
画情報など）が含まれます。電話機サービスにアクセスする前に、まず電話機サービスに登録する必

要があります。

固定短縮ダイヤルを設定する 1. デバイスを選択します。

2. ［短縮ダイヤル］をクリックします。

3. 固定短縮ダイヤル コードの番号とラベルを入力します。

4. ［保存］をクリックします。

ファースト ダイヤルを設定す 
る

P.57 の「Web でのファースト ダイヤルの設定」を参照してください。 

電話機からファースト ダイヤルを設定することもできます。P.50 の  
「電話機でのパーソナル ディレクトリの使用」を参照してください。

目的 ログイン後の操作

サービスに登録する 1. デバイスを選択します。

2. ［電話サービス］をクリックします。

3. ［新規追加］をクリックします。

4. ドロップダウン リストからサービスを選択して、［次へ］をク 
リックします。

5. サービス ラベルを変更します。また、使用可能な場合は、追加 
のサービス情報を入力します（オプション）。 

6. ［保存］をクリックします。

サービスを検索する 1. デバイスを選択します。

2. ［電話サービス］をクリックします。

3. ［検索］をクリックします。

目的 ログイン後の操作
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サービスを変更または解除する 1. サービスを検索します。

2. 1 つまたは複数のエントリを選択します。

3. ［選択項目の削除］をクリックします。

サービス名を変更する 1. サービスを検索します。

2. サービス名をクリックします。

3. 情報を変更して、［保存］をクリックします。

サービスを電話機のプログラマ

ブル ボタンに追加する
1. デバイスを選択します。

2. ［サービス URL］をクリックします。

（注） このオプションが表示されない場合は、電話機のサー
ビス URL ボタンの設定をシステム管理者に依頼しま  
す。

3. ［ボタン サービス］ドロップダウン リストからサービスを選択  
します。

4. サービスの名前を変更する場合は、ラベル フィールドを編集し 
ます。

（注） 2 バイト文字セットをサポートしていない電話機は 
ASCII ラベル フィールドを使用します。

5. ［保存］をクリックします。

6. ［リセット］をクリックして電話機をリセットします（新しいボ
タン ラベルを電話機に表示するために必要です）。

電話機からサービスにアクセス

する

電話機の  を押します。またはサービスをプログラマブル ボ   
タン  に追加している場合は、ボタンを押します。

目的 ログイン後の操作
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Web でのユーザ設定の制御
ユーザ設定には、パスワード、PIN、および言語（ロケール）の設定が含まれます。

ヒント

PIN およびパスワードを使用して、さまざまな機能およびサービスにアクセスできます。たとえば、PIN 
は、電話機で Cisco エクステンション モビリティまたはパーソナル ディレクトリにログインするため    
に使用します。パスワードを使用して、コンピュータでユーザ オプション Web ページおよび Cisco    
WebDialer にログインします。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

目的 ログイン後の操作

パスワードを変更する 1. ［ユーザオプション］>［ユーザ設定］を選択します。

2. ［ブラウザのパスワード］域に情報を入力します。

3. ［保存］をクリックします。

PIN を変更する 1. ［ユーザオプション］>［ユーザ設定］を選択します。

2. ［電話の PIN］域に情報を入力します。

3. ［保存］をクリックします。

ユーザ オプション Web ページ   
の言語（ロケール）を変更する

1. ［ユーザオプション］>［ユーザ設定］を選択します。

2. ［ユーザロケール］域の、［ロケール］ドロップダウン リストか 
ら項目を選択します。

3. ［保存］をクリックします。

電話スクリーンの言語（ロケー

ル）を変更する

1. ［ユーザオプション］>［デバイス］を選択して、［デバイス設
定］ページに移動します。

2. ［ユーザロケール］ドロップダウン リストから項目を選択しま 
す。

3. ［保存］をクリックします。
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Web での回線設定の制御
回線の設定は、電話機の特定の電話回線（電話番号）に影響します。回線の設定には、コール転送、ボ

イス メッセージのインジケータ、呼出音のパターン、回線ラベルなどが含まれます。

（注） • プライマリ電話回線のコール転送を、電話機で直接設定できます。P.23 の「別の電話番号 
へのコールの転送」を参照してください。 

• 電話機で直接アクセスできる電話機の設定については、P.44 の「電話設定の使用」を参照 
してください。

目的 ログイン後の操作

回線ごとにコール転送を設定す

る

1. デバイスを選択します。

2. ［回線の設定］をクリックします。

3. 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合
は、対象の回線が選択されていることを確認します。または、

新しい回線を選択します。

4. ［着信コールの転送］域で、各種条件のコール転送設定を選択し
ます。 

5. ［保存］をクリックします。

回線ごとにボイス メッセージ 
インジケータの設定を変更する

1. デバイスを選択します。

2. ［回線の設定］をクリックします。

3. 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合
は、対象の回線が選択されていることを確認します。または、

新しい回線を選択します。

4. ［メッセージ受信ランプ］領域で、さまざまな設定から選択しま
す。 

（注） 通常、デフォルトのメッセージ受信設定では、電話機
でハンドセットのライト ストリップの赤いランプが点 
灯することにより、新しいボイス メッセージがあるこ 
とを示します。

5. ［保存］をクリックします。
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回線ごとに呼出音のパターンを

変更する

1. デバイスを選択します。

2. ［回線の設定］をクリックします。

3. 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合
は、対象の回線が選択されていることを確認します。または、

新しい回線を選択します。

4. ［呼出音設定］領域で、選択した回線の着信コールを電話機で示
す方法を選択します。

5. ［保存］をクリックします。

（注） 電話機がアイドル状態のときに着信コールを受信する
場合は、「アイドル」呼出音設定が関係します。電話機
がアクティブなときに着信コールを受信する場合は、
「連続」呼出音設定が関係します。

電話スクリーンに表示される回

線のテキスト ラベルを変更ま 
たは作成する

1. デバイスを選択します。

2. ［回線の設定］をクリックします。

3. 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合
は、対象の回線が選択されていることを確認します。または、

新しい回線を選択します。

4. ［回線のテキストラベル］領域に、テキスト ラベルを入力しま 
す。

5. ［保存］をクリックします。

（注） 2 バイト文字セットをサポートしていない電話機は 
ASCII ラベル フィールドを使用します。

目的 ログイン後の操作



64 OL-15496-01-J

Cisco WebDialer の使用
Cisco WebDialer を使用すると、Web ブラウザ内の項目をクリックして、Cisco Unified IP Phone からディ       
レクトリの連絡先にコールを発信できます。この機能は、システム管理者に設定を依頼する必要があ

ります。

目的 必要な操作または状態の説明

ユーザ オプション ディレクト  
リで WebDialer を使用する

1. ユーザ オプション Web ページにログインします。P.54 の「ユー    
ザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください。

2. ［ユーザオプション］>［ディレクトリ］を選択して、同僚を検
索します。

3. ダイヤルする番号をクリックします。

4. WebDialer を初めて使用する場合は、初期設定を行い［送信］を 
クリックします（詳細については、この表の最後の項目を参照）。

5. コールの開始ページが表示された場合は、［ダイヤル］をクリッ
クします（今後このページを表示しないようにする方法につい

ては、この表の最後の項目を参照）。

これで電話機からコールが発信されます。

6. コールを終了するには、［コールの終了］をクリックするか電話
を置きます。

別のオンライン社内ディレクト

リ（ユーザ オプション ディレク  
トリではない）で WebDiale を使  
用する

1. WebDialer 対応の社内ディレクトリにログインして、同僚を検 
索します。

2. ダイヤルする番号をクリックします。

3. プロンプトが表示されたら、ユーザ ID とパスワードを入力しま  
す。

4. WebDialer を初めて使用する場合は、初期設定を行い［送信］を 
クリックします（詳細については、この表の最後の項目を参照）。

5. コールの開始ページが表示された場合は、［ダイヤル］をクリッ
クします（今後このページを表示しないようにする方法につい

ては、この表の最後の項目を参照）。

これで電話機からコールが発信されます。

6. コールを終了するには、［コールの終了］をクリックするか電話
を置きます。

WebDialer からログアウトする コールの開始またはコールの終了ページのログアウト アイコンを 
クリックします。
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WebDialer を初期設定、表示、ま 
たは変更する

［初期設定］ページにアクセスします。

［初期設定］ページは、WebDialer を初めて使用するとき（ダイヤル 
する番号をクリックした後）に表示されます。

［初期設定］に戻る場合は、コールの開始またはコールの終了ペー

ジの初期設定アイコンをクリックします。

［初期設定］ページには、次のオプションがあります。

 • 優先する言語：WebDialer の設定およびプロンプトに使用する 
言語を指定します。

 • 常設の電話を使う：WebDialer コールの発信に使用する  
Cisco Unified IP Phone および電話番号（回線）を指定します。1    
本の回線を持つ電話機を 1 台だけ使用している場合は、適切な  
電話機と回線が自動的に選択されます。それ以外の場合は、電

話機または回線、あるいはその両方を選択します。電話機はホ

スト名で指定します（電話機にホスト名を表示するには、

  >［ネットワークノセッテイ］>［ホストメイ］を選択  
します）。

 • エクステンションモビリティを使用する：選択した場合、エク

ステンション モビリティ プロファイル（使用可能な場合）に関  
連付けられた Cisco Unified IP Phone を使用するように、     
WebDialer にプロンプトが表示されます。

 • コールの確認ダイアログを表示しない：選択した場合、

WebDialer でコールの開始ページが表示されなくなります。デ 
フォルトでは、WebDialer が有効にされているオンライン ディ  
レクトリで電話番号をクリックすると、コールの開始ページが

表示されます。

目的 必要な操作または状態の説明
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その他の設定オプションについて

システム管理者は必要に応じて、特別なサービスや機能のほかに、特別なボタンやソフトキーのテン

プレートを使用するように電話機を設定できます。次の表は、設定オプションの概要について説明し

ています。コールの需要や作業環境に応じたオプションの設定について、電話機のシステム管理者と

相談するときに役立ちます。

（注） この表に記載されている電話ガイドやその他のマニュアルには、 

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.htm から 
アクセスできます。日本語版マニュアルを参照する場合は、次の URL にアクセスしてくださ  
い。http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_ipt_ipp.shtml

目的または状態 必要な操作または状態の説明 参照先または問い合せ先

回線が処理できるコール

数を増やす必要がある

回線がサポートするコール数を増やすよ

うに、システム管理者に設定を依頼しま

す。

システム管理者または電話機の

サポート チームにお問い合せ 
ください。

電話回線が 1 本では足り  
ない

追加の電話番号の設定をシステム管理者

に依頼します。 
システム管理者または電話機の

サポート チームにお問い合せ 
ください。

短縮ダイヤル ボタンが足 
りない

まず、現在利用可能な短縮ダイヤル ボタ 
ンをすべて使用しているかどうかを確認

します。

追加の短縮ダイヤル ボタンが必要な場 
合は、固定短縮ダイヤル機能の使用また

はファースト ダイヤル サービスへの登  
録を検討してください。 

もう 1 つのオプションとして、Cisco  
Unified IP Phone Expansion Module 7914 を      
電話機に接続することもできます。

次の説明を参照してください。

 • 短縮ダイヤル（P.29）
 • Cisco Unified IP Phone 7914    

Expansion Module 電話ガイ  
ド

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_ipt_ipp.shtml
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秘書と仕事をしている

（または自分が秘書であ

る）

次の機能の導入を検討してください。

 • Cisco Unified Communications 
Manager Assistant サービス

 • 共有回線

次の説明を参照してください。

 • 共有回線の使用（P.32）
 • Cisco Unified 

Communications Manager 
Assistant ユーザ ガイド

1 つの内線を複数の電話 
機で使用する

共有回線が必要です。共有回線を使用す

ることで、たとえば 1 つの内線番号をデ  
スクの電話機と実験室の電話機で使用す

ることができます。

P.32 の「共有回線の使用」を参 
照してください。

電話機やオフィス スペー 
スを同僚と共有している

次の機能の導入を検討してください。

 • コール パーク：転送機能を使用せず 
にコールを保存、および取得できま

す。

 • コール ピックアップ：別の電話機で 
鳴っているコールに応答できます。

 • 共有回線：同僚のコールを表示、お

よびコールに参加できます。

 • Cisco エクステンション モビリティ：  
自分の電話番号とユーザ プロファ 
イルを共有の Cisco Unified IP Phone    
に適用できます。

これらの機能については、シス

テム管理者にお問い合せくださ

い。また、次の説明を参照して

ください。

 • 応用的なコール処理（P.29）

 • 共有回線の使用（P.32）

 • Cisco エクステンション モ  
ビリティの使用（P.39）

頻繁にコールに応答す

る、または他の人の代理

でコールを処理する

電話機の自動応答機能を設定するよう

に、システム管理者に依頼します。

P.43 の「ヘッドセットまたはス 
ピーカフォンでの自動応答の使

用」を参照してください。

ビデオ コールを発信する 
必要がある

Cisco Unified Video Advantage の使用を検    
討します。この機能を使用すると、

Cisco Unified IP Phone、コンピュータ、お   
よび外部のビデオ カメラを使用してビ 
デオ コールを発信できます。

詳細についてはシステム管理者

にお問い合せください。また、

『Cisco Unified Video Advantage   
ユーザ ガイド』および『Cisco 
Unified Video Advantage クイック   
スタートガイド』を参照してく

ださい。

目的または状態 必要な操作または状態の説明 参照先または問い合せ先
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電話機の短縮ダイヤル ボ 
タンに関連付けられた電

話回線の状態を判断する

電話機の Busy Lamp Field（BLF; ビジー    
ランプ フィールド）を設定するように、 
管理者に依頼します。

P.40 の「BLF を使用した回線状  
態の判断」を参照してください。

自分の電話番号と設定を

共有の Cisco Unified IP   
Phone に一時的に適用す 
る

Cisco エクステンション モビリティ サー   
ビスについてシステム管理者に問い合せ

ます。

P.39 の「Cisco エクステンション  
モビリティの使用」を参照して

ください。

目的または状態 必要な操作または状態の説明 参照先または問い合せ先
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電話機のトラブルシューティング

この項では、Cisco Unified IP Phone のトラブルシューティングに関する情報を記載します。

一般的なトラブルシューティング
この項では、ご使用の電話機に関する一般的な問題のトラブルシューティングに役立つ情報を示しま

す。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

症状 説明

ダイヤル トーンが聞こえない、 
またはコールを完了できない

 次の状況の 1 つまたは複数が当てはまります。

 • エクステンション モビリティ サービスにログインする必要が  
あります。

 • CMC または認証に必要な FAC を入力してから番号をダイヤル   
する必要があります。

 • 電話機に時間帯制限が設定され、特定の時間帯に一部の機能を

使用できなくなっています。

設定ボタンが反応しない システム管理者が電話機で  を無効にしている可能性があり  
ます。

使用したいソフトキーが表示さ

れない

次の状況の 1 つまたは複数が当てはまります。

 • その他のソフトキーを表示させるために［ツギヘ］を押す必要

があります。

 • 回線の状態を変更する必要があります（オフフックにする、ま

たは接続コールにするなど）。

 • 電話機が、ソフトキーに関連付けられている機能をサポートす

るように設定されていません。

［サンカ］に失敗する ［サンカ］を実行するには、複数のコールを選択する必要がありま

す。アクティブ コールは自動的に選択されるので、それ以外に、少 
なくとも 1 つのコールが選択されていることを確認してください。  
また［サンカ］を実行するには、選択されたコールがすべて同じ回

線上にある必要があります。必要に応じて、［サンカ］を実行する

前にコールを 1 本の回線上に転送してください。
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［ワリコミ］が失敗し、速いビ

ジー音が聞こえる

使用している電話機に暗号化機能が設定されていない場合、暗号化

されたコールには割り込みできません。この理由によって割り込み

の試行が失敗すると、電話機で速いビジー音が聞こえます。

［ワリコミ］を使用して参加した

コールが切断される

［ワリコミ］を使用して参加したコールが保留状態になるか、転送

されるか、または会議コールに切り替えられた場合は、そのコール

から切断されます。

コールバックが失敗する 通話相手がコール転送機能を有効にしている可能性があります。

症状 説明
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電話機の管理データの表示
システム管理者が、トラブルシューティングの目的で、電話機の管理データへのアクセスを指示する

場合があります。

Quality Reporting Tool の使用方法
パフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングに役立てるために、システム管理者により一

時的に、電話機に Quality Reporting Tool（QRT）が設定されることがあります。［ヒンシツ］を押して、   
情報をシステム管理者に送信できます。設定に応じて、QRT は次の用途に使用します。

 • 現在のコールの音声の問題をすぐにレポートする

 • カテゴリのリストから一般的な問題を選択し、理由コードを選択する

目的 必要な操作または状態の説明

ネットワーク構成データにアク

セスする

  >［ネットワークノセッテイ］を選択し、表示するネット  
ワーク構成項目を選択します。

ステータス データにアクセス 
する

 >［ステータス］を選択し、表示するステータス項目を選択 
します。 

電話機のモデル情報にアクセス

する

  >［モデルジョウホウ］を選択します。

電話機のコールおよび音声品質

情報にアクセスする

 >［ステータス］>［コールノトウケイ］を選択します。
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シスコ製品（ハードウェア）に関する
1 年間の限定保証規定

保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別な条件

があります。シスコのソフトウェアに適用される保証およびライセンス契約を含む正式な保証書は、

Cisco.com の次の URL で提供しています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/warranty/English/1Y1DEN__.html

ハードウェアに関する交換、修理、払い戻しの手順

シスコ、またはその代理店では、Return Materials Authorization（RMA）要求を受領してから、10 営業   
日以内に交換部品を出荷するように商業上合理的な努力を致します。お届け先により、実際の配達所

要日数は異なります。

シスコは購入代金を払い戻すことにより一切の保証責任とさせて頂く権利を留保します。

Return Materials Authorization（RMA）番号の入手

製品を購入されたシスコの代理店にお問い合せください。製品を直接シスコから購入された場合は、シ

スコの営業担当者にお問い合せください。 

次の項目を記入して、参照用に保管してください。

製品の購入先：

購入先の電話番号：

製品モデル番号：

製品シリアル番号：

メンテナンス契約番号：

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/warranty/English/1Y1DEN__.html
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